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※詳しくは
　店頭にて。

ボーナスを併用すると・・・。
5年で、10万㎞乗っても！
20万円分査定ダウンがあっても！！
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ボーナスを併用すると・・・。
5年で、10万㎞乗っても！
20万円分査定ダウンがあっても！！ 本茶トンネルより

100m名瀬側

昭和47年創業  信頼と実績を誇る自動車の総合デパート

有限
会社奄美マイカーセンター

5年お支払いプラン（Jセブン） 車のお探し専門店奄美大島店１
万
円
〜

新車
乗るなら
Jプラン

●どんな車がいいのかわからない
●車種は決まったけど島内に在庫がない
●探している車はあったが色が違う
●ネットで買うといくらかかるのか心配
●アフターは大丈夫なの？
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な
ら 任せて

下さい！
任せて
下さい！
任せて
下さい！

のことで
こんなお悩み
ありませんか？

のことで
こんなお悩み
ありませんか？

のことで
こんなお悩み
ありませんか？

車車
乗れる
プランも！
乗れる
プランも！
乗れる
プランも！

秋葉斎苑第三斎場 名瀬小浜町29-1
家族葬専用・駐車場完備　 　
秋葉斎苑第三斎場 名瀬小浜町29-1
家族葬専用・駐車場完備【一式】【一式】　【一式】　　25万から　25万から　25万から【一式】【一式】【一式】　35万から　35万から　35万から古田斎場　名瀬古田町20-2

バリアフリー・充実完備　 　　
古田斎場　名瀬古田町20-2
バリアフリー・充実完備　 　　
古田斎場　名瀬古田町20-2
バリアフリー・充実完備　 　　

まずは、お電話下さい！
携帯・スマートフォンの方は
こちらからお申し込み下さい

※実質年率15.0％～20.0％ 延滞損害金年20.0％
●必要書類…保険証、身分証明書、印鑑
●返済方式…元利均等払い
●返済期間…3年（5回～36回）

3～50万円□
ご
融
資
額

奄美市名瀬港町4番16号
小久保ビル2F
★営業時間/AM9：00～PM6：00迄
★休日/土・日・祝 　0997-53-6441

喜界島、加計呂麻の方もお気軽に！！喜界島、加計呂麻の方もお気軽に！！

☎

※審査によっては、保証人が必要となります。
基本的に担保の必要はありません。 ■貸し付け条件を確認し、借り過ぎに注意しましょう！

※返済等でお悩みの方は日本貸金業協会貸金業相談・紛争解決センター
　0570-051-051（受付時間9：00～17：00　休：土、日、祝日、年末年始）

㈲プラスわかば
鹿児島県知事（5）大支第00192号　　 日本貸金業協会会員第002739号
日金協考査承認番号006640
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※秘密厳守※独身・アルバイトの方もOK（要審査） 

親切に対応
名瀬郵便局

五
月
八
日
の
葬
儀
に
際
し
ま
し
て
は
ご
多
忙
中
の
と

こ
ろ
遠
路
わ
ざ
わ
ざ
ご
会
葬
下
さ
れ
、
且
つ
ご
鄭
重

な
る
ご
弔
電
、
ご
供
花
、
ご
香
料
を
賜
り
衷
心
よ
り

厚
く
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。
忌
明
け
に
あ
た
り
直
接

お
伺
い
致
し
お
礼
申
し
述
べ
る
べ
き
で
ご
ざ
い
ま
す

が
、
略
儀
な
が
ら
紙
上
を
も
っ
て
お
礼
に
か
え
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

な
お
、
皆
様
方
の
ご
香
料
の
中
か
ら
思
勝
オ
リ
ー

ブ
の
会
、
仲
勝
・
和
光
平
成
ク
ラ
ブ
、
川
内
郷
友
会

へ
金
一
封
を
寄
付
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

令
和
二
年
五
月
十
三
日

奄
美
市
名
瀬
仲
勝
町
二
番
一
号

ご

会

葬

お

礼

故

山　

田　

利　

雄
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十
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主
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山
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フ
ジ
子

長
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市
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初
代
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市
川

勝
治

長
男

山
田

豊
樹

二
男

山
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利
之
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山
田
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美
子

三
男

山
田

敏
三
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森
永

純
和

外
親
族
一
同
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ハ
ツ

長
女

貴
島

明
美
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貴
島

純
義

長
男

福　

輝
也

二
女

西　

頼
美

妹
婿

泊　

清
勇

義
弟

竹
田

紘
一

義
弟
嫁

竹
田
紀
美
子

義
弟

竹
田

洋
二

義
弟
嫁

竹
田

智
子

義
妹

竹
田

弘
美

孫
代
表

西　

龍
太
郎

福　

健
勇

曾
孫
代
表

西　

柊
那

姪
代
表

里　

ソ
ヤ
ノ

甥
代
表

泊　

和
晃

親
族
代
表

福　

タ
ミ

里　

光
仙

五
月
十
二
日
午
後
五
時
二
十
四
分
天
寿
を
全
う

致
し
ま
し
た
。
こ
こ
に
故
人
生
前
の
ご
厚
誼
に
深

謝
し
謹
ん
で
ご
通
知
申
し
上
げ
ま
す
。

な
お
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
の
懸
念
も
あ
り

通
夜
・
告
別
式
は
近
親
者
の
み
で
執
り
行
い
ま
す
。

受
付
ご
焼
香
を
左
記
の
時
間
帯
に
て
設
け
て
お
り
ま
す
。

通　

夜（
一
般
焼
香
）

五
月
十
三
日（
本
日
）午
後
五
時
〜
午
後
八
時

告
別
式（
一
般
焼
香
）

五
月
十
四
日（
明
日
）午
前
八
時
半
〜
午
前
十
時

場　

所　

青
葉
社
中
央
斎
場（
名
瀬
末
広
町
十
七
番
二
十
八
号
）

納
骨
の
儀

午
後
四
時（
佐
仁
福
祉
館
）

令
和
二
年
五
月
十
三
日

奄
美
市
笠
利
町
大
字
佐
仁
六
十
七
番
地

ふ
く

ち
ゅ
う

ゆ
う

ふ
く

福

忠　

勇
（
九
十
五
歳
）

儀

青

葉

社

謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

中央斎場（支庁通り）
青葉会館（銀座通り）
メモリー会館（小浜町）

謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

南
海
日
日
新
聞
社

奄市環第2号許可

共
同
納
骨
堂

共
同
納
骨
堂
（永代）（永代）

年
間
管
理
料
は
頂
い
て
お
り
ま
せ
ん

朝仁霊園
㈱奄美車検センター

奄美市名瀬浦上1303番5
☎0997-69-3153 IP 050-3531-1950

※諸経費別途かかります。（重量税・自賠責保険・印紙代）

新車・中古車販売、一般整備、鈑金塗装など
全て承ります。どうぞお気軽にご来店下さい。

始めました！全メーカー車種問わず

毎月定額のお支払い
で新車に乗れる！！

クレジットカードもご利用になれます。クレジットカードもご利用になれます。

1日車検も対応中！！
軽自動車 ￥23,600～

￥28,000～普 通 車
（1,300㏄1㌧以下）

税金 保険 車検 メンテ
ナンス

坂井 教郎社会・産業経済

奄
美
群
島
の
就
業
者
数

に
占
め
る
農
業
従
事
者
の

割
合
は
13
・
5
％
（
2
0

1
5
年
国
勢
調
査
）
と
、

全
国
の
3
・
4
％
、
鹿
児

島
県
8
・
4
％
に
比
べ
、

か
な
り
高
い
。
奄
美
で
は

農
業
が
非
常
に
重
要
な
産

業
で
あ
る
。
今
回
は
、
そ

の
奄
美
の
農
業
の
概
要
に

つ
い
て
述
べ
る
が
、
そ
の

前
に
、
奄
美
は
「
島
」
で

あ
る
か
ら
、
ま
ず
島
の
農

業
の
特
質
を
見
て
い
こ

う
。島

は
一
般
に
、
本
土
か

ら
離
れ
、
海
に
囲
ま
れ
、

そ
し
て
小
さ
い
。
そ
う
し

た
島
の
農
業
に
は
一
般
に

次
の
①
〜
④
の
よ
う
な
特

質
が
あ
る
。

①
輸
送
面
の
不
利
性
で

あ
る
。
島
は
小
さ
い
の
で

島
内
市
場
は
限
ら
れ
、
本

土
へ
農
産
物
を
出
荷
・
販

売
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ

の
際
、
海
に
囲
ま
れ
て
い

る
の
で
、
船
や
飛
行
機
に

よ
る
輸
送
が
必
要
に
な

る
。
そ
の
た
め
費
用
が
か

か
り
、
運
ぶ
頻
度
に
制
約

が
あ
り
、
時
間
も
長
く
な

る
。②

生
産
コ
ス
ト
が
高
く

な
り
や
す
い
こ
と
で
あ

る
。
多
く
の
島
で
土
地
は

狭
く
、
本
土
の
平
野
の
よ

う
な
大
規
模
な
機
械
化
農

業
は
難
し
い
。
ま
た
肥
料

等
の
資
材
に
つ
い
て
も
島

外
か
ら
買
う
場
合
は
割
高

に
な
る
。

③
水
田
は
少
な
く
、
畑

が
多
い
こ
と
で
あ
る
。
島

は
小
さ
く
、
大
き
な
河
川

が
な
い
た
め
水
を
多
量
に

必
要
と
す
る
水
田
農
業
は

難
し
い
場
合
が
多
い
。

④
特
定
の
少
な
い
品
目

に
特
化
す
る
傾
向
が
あ
る

こ
と
で
あ
る
。
あ
る
品
目

が
農
業
と
し
て
成
り
立
つ

に
は
、
技
術
的
に
栽
培
・

飼
育
可
能
で
あ
る
と
と
も

に
、
そ
れ
が
売
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
売
れ
る
か

ど
う
か
は
他
の
産
地
と
の

競
争
で
決
ま
る
部
分
も
あ

り
、
上
記
の
よ
う
な
不
利

な
特
質
が
あ
る
中
で
、
売

れ
る
品
目
は
限
ら
れ
る
。

以
上
は
、
島
の
農
業
の

特
質
で
あ
る
。
奄
美
群

島
を
含
め
た
南
西
諸
島

の
農
業
で
は
、
さ
ら
に
、

⑤
夏
季
の
台
風
や
厳
し
い

干
ば
つ
が
あ
る
半
面
、
本

土
と
比
べ
て
温
暖
と
い
う

有
利
な
気
象
条
件
が
加
わ

る
。こ

う
し
た
特
質
を
踏
ま

え
て
、
奄
美
農
業
の
品
目

構
成
を
具
体
的
に
み
て
い

こ
う
。
表
は
奄
美
群
島
の

主
要
な
品
目
の
栽
培
面
積

と
産
出
額
を
示
し
て
い

る
。
栽
培
面
積
で
最
も
大

き
い
の
は
サ
ト
ウ
キ
ビ
で

あ
り
、
全
体
の
半
分
以
上

を
占
め
る
。
次
が
全
体
の

約
2
割
を
占
め
る
野
菜
で

あ
る
。
こ
の
野
菜
の
中
で

ば

れ

い

し

ょ

8
割
近
く
が
馬
鈴
薯
（
ジ

ャ
ガ
イ
モ
）
で
あ
る
。
次

が
牛
の
餌
と
な
る
飼
料
作

物
で
あ
る
。
こ
れ
も
全
体

の
約
2
割
で
あ
る
。
つ
ま

り
奄
美
群
島
の
農
業
は
、

面
積
で
み
る
と
、
サ
ト
ウ

キ
ビ
、
馬
鈴
薯
、
飼
料
作

物
の
3
品
目
で
約
9
割
を

占
め
て
い
る
。
上
記
特
質

④
の
よ
う
に
、
少
数
の
品

目
に
特
化
す
る
傾
向
は
、

奄
美
で
も
例
外
で
は
な
い

の
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、

全
国
で
耕
地
面
積
の
半
分

以
上
を
占
め
る
水
田
は
、

奄
美
群
島
に
お
い
て
は

0
・
5
％
ほ
ど
し
か
な

く
、
こ
れ
も
島
の
農
業
の

特
質
③
の
と
お
り
で
あ

る
。一

方
、
産
出
額
で
み
る

と
、
や
や
様
相
が
異
な
る
。

肉
用
牛
が
ト
ッ
プ
で
全
体

の
33
％
、
サ
ト
ウ
キ
ビ
は

27
％
、
野
菜
23
％
、
花
き

10
％
、
果
樹
5
％
と
な
る
。

野
菜
は
、
先
に
述
べ
た
よ

う
に
馬
鈴
薯
が
主
で
、
花

き
は
菊
や
ソ
リ
ダ
コ
、
果

樹
は
マ
ン
ゴ
ー
、
タ
ン
カ

ン
が
多
く
を
占
め
る
。
面

積
に
比
べ
て
産
出
額
の
割

合
が
高
い
花
き
や
果
樹

は
、
面
積
当
た
り
の
産
出

額
（≒

単
価
）
が
高
い

品
目
と
い
う
こ
と
を
意
味

す
る
。

次
に
各
品
目
を
個
別
に

み
て
い
こ
う
。
サ
ト
ウ
キ

ビ
に
つ
い
て
は
夏
季
の
台

風
や
干
ば
つ
に
強
い
と
い

う
性
質
と
と
も
に
、
国
の

政
策
で
支
え
ら
れ
た
や
や

特
殊
な
作
物
で
あ
る
。
こ

の
点
に
つ
い
て
は
次
回
に

述
べ
た
い
。
馬
鈴
薯
、
肉

用
牛
、
花
き
、
果
樹
は
、

奄
美
の
温
暖
な
気
候
を
い

か
す
こ
と
に
よ
っ
て
定
着

し
て
い
る
品
目
で
あ
る
。

具
体
的
に
は
、
馬
鈴
薯
、

花
き
、
果
樹
は
他
の
産
地

が
出
荷
で
き
な
い
時
期

（
端
境
期
）
に
出
荷
す
る

こ
と
に
よ
り
輸
送
面
の
不

利
性
を
回
避
し
て
い
る
。

ま
た
、
肉
用
牛
は
牛
の
餌

で
あ
る
飼
料
の
生
育
が
早

い
こ
と
、
花
き
や
果
樹
の

多
く
は
加
温
を
必
要
と
せ

ず
、
低
コ
ス
ト
生
産
が
可

能
で
あ
る
こ
と
に
優
位
性

が
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
現
在
の

奄
美
の
農
業
の
品
目
は
、

⑤
の
奄
美
の
気
候
条
件

を
い
か
し
て
、
島
の
農

業
の
①
輸
送
面
②
高
コ
ス

ト
│
と
い
う
不
利
性
を

克
服
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
定
着
し
て
い
る
。
そ
し

て
こ
れ
ら
の
品
目
は
、
長

年
に
わ
た
る
農
家
と
関
係

者
の
労
苦
の
結
晶
で
も
あ

る
。だ

が
、
そ
れ
は
不
変
な

も
の
で
は
な
い
。
市
場
条

件
は
絶
え
ず
変
化
し
、
生

産
・
保
存
・
輸
送
に
関
す

る
技
術
は
日
々
進
歩
す

る
。
奄
美
の
農
業
の
競
争

環
境
は
今
後
も
変
化
し
て

い
く
。
そ
う
し
た
中
で
、

端
境
期
出
荷
や
コ
ス
ト
競

争
だ
け
で
は
、
市
場
や
技

術
の
変
化
に
う
ま
く
対
応

で
き
な
か
っ
た
り
、
消
耗

し
て
し
ま
っ
た
り
す
る
可

能
性
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、

従
来
の
取
り
組
み
に
加

え
、
奄
美
の
農
産
物
の
価

値
を
よ
り
高
め
る
方
策
も

進
め
て
い
く
必
要
が
あ

る
。

（
鹿
児
島
大
学
農
学
部
）

◇

さ
か
い

の
り
お

鹿

児
島
大
学
農
学
部
准
教

授
。

と
う
し
ょ

研
究
内
容
は
、
島
嶼
農
業

論
、
農
業
経
済
学
。
主
な

著
書
は
「
そ
ば
に
よ
る
地

域
創
生
」（
共
著
）

日
本
や
世
界
の
境
界
（
ボ
ー

ダ
ー
）
地
域
に
つ
い
て
研
究
し

て
き
た
身
に
と
っ
て
、
奄
美
は

長
年
、気
に
な
る
存
在
だ
っ
た
。

鹿
児
島
と
沖
縄
の
間
に
連
な

り
、
広
が
る
島
々
。

私
は
熊
本
で
生
ま
れ
、
幼
少

時
を
都
城
（
宮
崎
）
で
過
ご
し

た
。
中
学
・
高
校
は
鹿
児
島
の

私
立
に
進
み
、
市
内
の
寮
や
下

宿
で
生
活
し
た
。
「
田
舎
」
育

ち
を
自
覚
し
て
い
た
も
の
の
、

だ
か
ら
と
い
っ
て
国
境
や
境
界

に
興
味
が
あ
っ
た
わ
け
で
は
な

い
。

当
時
、
両
親
が
暮
ら
し
て
い

た
宮
崎
（
清
武
）
と
鹿
児
島
を

休
み
の
際
に
国
鉄
で
往
復
す
る

の
み
。
錦
江
湾
か
ら
望
む
桜
島

と
西
郷
さ
ぁ
ぐ
ら
い
し
か
記
憶

に
残
っ
て
お
ら
ず
、
あ
と
は
夜

遊
び
で
天
文
館
を
う
ろ
つ
い
た

思
い
出
。
志
布
志
や
山
川
は
知

っ
て
い
た
が
、
そ
の
向
こ
う
側

に
「
鹿
児
島
」
が
あ
る
こ
と
も

知
ら
な
か
っ
た
。
同
級
生
た
ち

は
東
京
に
憧
れ
、
ひ
た
す
ら

「
上
」
を
目
指
し
て
勉
強
し
て

い
た
。

私
に
は
東
京
へ
の
反
発
は
あ

し
ょ
う
け
い

っ
て
も
、
な
ぜ
か
憧
憬
は
な
か

っ
た
。
一
浪
し
て
九
州
大
学
に

入
っ
た
が
、
南
九
州
を
ふ
る
さ

と
と
す
る
私
に
は
、
福
岡
の
街

並
み
も
ま
ぶ
し
か
っ
た
。
大
学

生
の
と
き
、
ゼ
ミ
旅
行
で
沖
縄

本
島
に
行
っ
た
こ
と
が
あ
る
。

貧
乏
学
生
だ
っ
た
か
ら
、
往
復

と
も
博
多
発
着
の
船
旅
だ
。
途

中
、
通
り
過
ぎ
る
島
々
に
興
味

も
な
く
、
船
旅
の
長
さ
だ
け
が

骨
身
に
し
み
た
。
こ
れ
は
沖
縄

の
海
の
青
さ
と
戦
争
を
学
ぶ
旅

だ
っ
た
よ
う
に
思
う
。

縁
が
あ
っ
て
、
北
海
道
に
あ

る
大
学
に
勤
務
す
る
よ
う
に
な

っ
た
。
南
九
州
の
人
間
が
北
の

大
地
へ
移
る
。
日
本
の
北
の
端

っ
こ
、
そ
し
て
日
本
の
「
多
様

さ
」
と
「
広
さ
」
を
知
る
契
機

と
な
っ
た
。
新
し
い
職
場
の
名

前
は
ス
ラ
ブ
研
究
セ
ン
タ
ー

（
当
時
）。
多
く
の
人
に
尋
ね
ら

れ
た
。
「
ス
ラ
ブ
っ
て
、
コ
ン

ク
リ
ー
ト
の
建
物
を
支
え
る
床

板
を
研
究
し
て
ん
の
？
」
。
い

え
、
民
族
の
ス
ラ
ブ
で
す
。
ロ

シ
ア
人
と
か
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
人

と
か
。
「
民
族
名
つ
け
た
研
究

所
っ
て
な
に
？

ゲ
ル
マ
ン
研

究
所
と
か
ア
ン
グ
ロ
サ
ク
ソ
ン

研
究
所
っ
て
日
本
に
あ
る
？
」

「
う
ち
は
旧
ソ
連
や
東
欧
と

い
っ
た
地
域
を
研
究
し
て
い
ま

す
。
研
究
所
が
で
き
た
の
は
昭

和
30
年
代
、
こ
の
名
前
に
な
っ

た
の
は
政
治
的
な
理
由
で
す
。

冷
戦
期
で
す
け
ん
。最
初
は『
ソ

連
研
究
所
』
が
候
補
だ
っ
た
の

だ
け
ど
、右
の
人
が
嫌
が
っ
た
。

で
も
『
ロ
シ
ア
研
究
所
』
じ
ゃ

研
究
対
象
の
地
域
が
狭
い
。で
、

誰
も
が
一
瞬
？？
と
な
る
ス
ラ

ブ
に
な
っ
た
の
で
す
。
東
欧
っ

て
言
っ
て
も
、
ル
ー
マ
ニ
ア
や

ハ
ン
ガ
リ
ー
は
ス
ラ
ブ
民
族
で

な
い
だ
ろ
う
っ
て
、
突
っ
込
ま

な
い
で
ね
」

や
が
て
東
欧
諸
国
で
革
命
が

起
こ
り
、
国
の
か
た
ち
が
変
わ

っ
て
い
く
。
そ
し
て
本
丸
ソ
連

も
解
体
し
て
国
境
が
大
き
く
変

わ
っ
た
。
困
っ
た
私
た
ち
は

「
ユ
ー
ラ
シ
ア
」
と
い
う
名
前

を
研
究
所
に
プ
ラ
ス
し
た
。

ボ
ー
ダ
ー
（
境
界
）
は
動
き
、

変
わ
る
も
の
、
私
の
ボ
ー
ダ
ー

ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
へ
の
旅
も
こ
う

し
て
始
ま
っ
た
。

な
ぜ
私
が
ボ
ー
ダ
ー
に
目
覚ひ

め
た
の
か
、
そ
し
て
奄
美
に
惹

か
れ
た
の
か
を
語
り
た
い
と
こ

ろ
だ
が
、
紙
面
が
尽
き
そ
う
な

の
で
、
次
回
や
り
ま
す
。

で
、
昨
年
度
後
半
、
奄
美
大

島
に
分
室
を
も
つ
鹿
児
島
大
学

と
う
し
ょ

国
際
島
嶼
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー

で
研
究
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
機

会
を
得
た
。
連
載
も
そ
の
ご
縁

だ
。
今
年
度
な
ら
コ
ロ
ナ
で
身

動
き
が
と
れ
な
い
か
ら
、
幸
運

で
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
で
全
国
で
危
機
感
が

薄
か
っ
た
こ
ろ
、
北
海
道
で
コ

ロ
ナ
感
染
者
数
が
突
出
し
、
3

月
初
頭
、
道
知
事
が
緊
急
事
態

を
一
早
く
宣
言
し
た
の
を
覚
え

て
お
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
島
め
ぐ

り
を
続
け
て
い
た
あ
る
日
、
私

は
こ
う
言
わ
れ
た
。
「
コ
ロ
ナ

を
北
海
道
か
ら
連
れ
て
き
た
の

か
」
。
い
え
、
鹿
児
島
大
学
に

お
り
、
県
内
か
ら
。
で
も
「
私

は
北
海
道
人
」
。
ア
ジ
ア
人
が

世
界
で
「
コ
ロ
ナ
マ
ン
」
と
呼

ば
れ
て
い
た
頃
。
今
で
は
「
東

京
人
」
が
「
コ
ロ
ナ
」
の
運
び

屋
。
国
境
を
閉
じ
て
も
、
日
本

の
な
か
で
、
至
る
と
こ
ろ
に

ボ
ー
ダ
ー
が
張
り
巡
ら
さ
れ
、

コ
ロ
ナ
へ
の
差
別
が
日
々
、
再

生
産
さ
れ
て
い
る
。

（
北
海
道
大
学
教
授
）

◇

い
わ
し
た

あ
き
ひ
ろ

1

9
6
2
年
生
。
北
海
道
大
学
ス

ラ
ブ
・
ユ
ー
ラ
シ
ア
研
究
セ
ン

タ
ー
教
授
。
専
門
は
ボ
ー
ダ
ー

ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
（
境
界
研
究
）
。

主
著
に
「
世
界
は
ボ
ー
ダ
ー
フ

ル
」（
北
海
道
大
学
出
版
会
）

1
9
6
2
（
昭
和
37
）
年
、

中
学
校
に
入
学
し
た
と
き
、

与
論
に
は
別
の
方
言
が
あ
る

事
を
知
っ
た
。
以
前
、
こ
の

シ
リ
ー
ズ
「
漁
師
と
赤
猫
」

の
中
で
取
り
上
げ
、
「
エ
ン

ジ
ャ
」
は
海
水
の
意
味
が
あ

る
と
述
べ
た
。

そ
の
方
言
が
使
わ
れ
て
い

る
地
区
は
エ
ン
ジ
ャ
ン
・
バ

ル
と
呼
ば
れ
、
そ
こ
に
は
エ

ン
ジ
ャ
・
ゴ
ー
（
井
泉
）
が

あ
る
。
周
辺
は
海
抜
60
㍍
。

海
岸
か
ら
遠
く
離
れ
た
場
所

の
井
泉
が
ど
の
よ
う
な
理
由

で
海
水
と
関
わ
る
名
称
に
な

っ
た
の
か
長
い
間
、
疑
問
だ

っ
た
。

周
辺
に
は
「
ア
ギ
タ
の
大

津
波
」
伝
承
が
あ
り
、
与
論

島
の
90
％
が
津
波
に
襲
わ
れ

た
と
言
わ
れ
る
。
姓
や
地
名

に
津
波
が
由
来
す
る
と
思
わ

れ
る
も
の
が
あ
り
、
そ
う
命

名
さ
れ
た
と
考
え
て
い
た
。

と
こ
ろ
が
、
あ
る
お
年
寄
り

か
ら
エ
ン
ジ
ャ
ン
・
バ
ル
は

本
来
、
ニ
ジ
ャ
・
バ
ル
と
呼

ば
れ
る
こ
と
を
教
え
ら
れ

た
。
二
つ
は
音
感
が
似
て
い

る
た
め
混
用
さ
れ
て
い
た
こ

と
が
分
か
っ
た
。

沖
縄
県
の
平
安
座
島
に
ル

ー
ツ
を
持
つ
姓
が
エ
ン
ジ

ャ
・
ゴ
ー
周
辺
に
集
中
し
て

い
る
。
平
安
座
は
訛
る
と
、

「
ヒ
ジ
ャ
」
あ
る
い
は
「
ニ

ジ
ャ
」
と
読
め
る
。
エ
ン
ジ

ャ
・
ゴ
ー
は
出
身
地
に
ち
な

ん
で
命
名
さ
れ
た
の
だ
ろ

う
。
茶
花
地
区
に
も
平
安
座

島
に
ち
な
ん
だ
姓
が
あ
る
。

多
く
の
家
の
先
祖
が
平
安
座

島
か
ら
与
論
島
に
移
住
し
た

歴
史
を
物
語
っ
て
い
る
。

近
世
の
エ
ン
ジ
ャ
・
バ
ル

は
数
百
軒
以
上
の
超
過
密
街

が
形
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
が

旧
地
籍
図
か
ら
も
見
て
取
れ

る
。
エ
ン
ジ
ャ
・
バ
ル
・
エ

ン
は
半
濁
音
が
使
わ
れ
な
い

こ
と
な
ど
那
覇
方
言
に
似
て

い
る
。
島
の
西
側
、
茶
花
に

は
明
治
以
降
役
場
が
移
設
さ

れ
商
業
地
と
し
て
栄
え
た
。

半
濁
音
の
国
頭
方
言
に
鹿
児

島
方
言
が
交
ざ
り
独
特
な
ア

ガ
サ
・
エ
ン
が
形
成
さ
れ
た

と
考
え
ら
れ
る
。

有
史
以
来
、
天
変
地
異
や

疫
病
が
繰
り
返
さ
れ
、
島
外

か
ら
あ
る
い
は
島
内
で
大
量

移
住
が
行
わ
れ
た
過
酷
な
歴

史
の
痕
跡
が
垣
間
見
え
る
。

中
学
2
年
生
の
時
、
父
か
ら

渡
さ
れ
た「
与
論
島
郷
土
史
」

の
一
冊
は
探
検
の
旅
に
私
を

い
ざ誘
な
っ
た
。
父
に
今
ま
で
の

成
果
を
聞
か
せ
る
こ
と
が
で

き
た
ら
、
き
っ
と
、
喜
ん
で

褒
め
て
く
れ
る
だ
ろ
う
。
与

論
島
探
検
は
続
く
…
。

【
注
】
1
7
7
8
年
8
月

7
日
に
大
津
波
が
あ
り
、
与

論
島
に
甚
大
な
被
害
を
与
え

た
と
思
わ
れ
る
（
与
論
町
誌

追
加
録
か
ら
）

（
与
論
町
）

魅惑の島々、奄美群島

喜
山

康
三

自
営

～研究成果を地元に㉑

文 化

２０２０．５．１３
与論島探検の旅はつづく

奄
美
の
農
業
、特
質
と
課
題

①

開聞岳。島から九州「本土」へ向かうランドマーク

北
の
端
っ
こ
で
多
様
さ
、広
さ
知
る

南海日日新聞　2020年5月13日




